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〔要約】
今後のキャリア研究においては, キャリア構築理論など主観的な側面を含め,イ国人が不安定な雇用という現実

`こ
対処する戦略に関する研究の蓄積が必要と考えられる。そこで本研究においては,離職期間が個人の主観的な
'1:面 に与える影響,特に離職期間におけるキャリアが評価されにくく, 自己評価が低下する傾向のある女性の離
議に焦点をあてる。

本研究では,離職期間の全てをキャリアのプランクとは捉えず, そのうち自己効力感が向上 した経験がある場
合をキャリアフレイクとして定義 し, キャリアフレイクにおける一連の心理的過程と自己効力感を向上させる経
験の解明を目的とした。具体的には,女性のパソコンインス トラクター19名への半構造化インタビューを実施 し,
1参正版GTAに よる分析を行った。
分析の結果,調査対象者には挫折感,停滞感,肯定感という異なる状況を経て,変化を受容し,今後の展望を
考慮し,主体的な小さな行動を開始するという一連の心理的過程が存在 した。また主体的な小さな行動と, それ
,こ続く自己効カサイクルが, 自己効力感を向上させる離職期間の経験であった。分析結果から, キャリアプレイ
フの転機をサポー トするには,喪失感を埋めるというより焦りを払拭することを目的とし, 自身の興味に応じた
情輔探索や小さな一歩を踏み出せるような支援につなげていく側面に注目していく必要があると考えられる。

‐一ワー ド:キ ャリアフレイク,離職期間, 自己効力感,M‐ GTA

∴ostract
preVi° US StudieS haVe ShOu/n that fernaleS WhO haVe gOne thFOugh a periOd Of
し■emp10yrnent have a tendency tOward lovv self‐ etticacy.However, ln sOn′ le cOrn「〕しlnities,
IIornen 、vho have the experience of lifelong learning can irnprOve tlleir self_etticacy.‐

「 he
こJrpose Of this study vvas to analyze the transforrnatiOn of fenlale persOnal cornputer
●StruCtOrS ⅣヽhO Aヽ′ent thrOUgh a periOd Of unernp10ynlent.VVe defined the periOd Of
_■e11lploynlent as a career break, 、vhich included the experlence Of l「 nproving self― efficacy
l■rough sOcial connection.

へlineteen fenlale perSOnal COinputer inStruCtOrS VVere interVieヽ A/ed.The l)naiOr findingS Of thiS
sitdy、〃ere as fOHO、へ/s.
111Those whO had the experience Of a career break underwent the career transitiOn process,

■■ich、Ⅳas cornpOsed of several steps.

.2｀ |:n the Career tranSit10n prOCeSS Of a CareeF break, taking S1llall StepS tOward neXt aCtiOnS

二lr,さ opportunities galned through social connections、Ⅳere irnpOrtant experiences fOr irnproving
l■ |‐3 Self― ettiCaCy Of femaleS.

・ きずWOrdS i Career Break,PeriOd Of∪ neiγlp10yme1lt,Self― Efficacy,時年GTA

-9-



「

【問題と目的】

これまでの日本のキャ1'ア研究では,発達論的な
キヤリア観を背景に,階段を上がるかのようなキャリ
アを前提とし,4国人の心のうつろいがキャリアヘ与え

る影響に焦点があたってはいなかったとされる(加藤・

鈴木,2004)。 一方で.日 本型雇用における組織と{国人

との関係,た とえば組織コミットメントと個人のキヤ

リアの関係性などには多くの研究蓄積が見られる (金

井・鈴木,2013)。

しかし,ポストモダンの世界経済においては,雇用
の安定性は盤石なものではなく,予測可能な軌道を喪

失した個人は,人生コースの個別化に対応する必要性
が強調される (SaⅥ ckas,201lLこ うしたイ国別化に対

応する理論としては,個人の主観的な側面の重要性を

認識し,自 いのキャリアを自分で構築する,その際に
は他者とともに物語として構築するという,いわゆる
キヤリア構築理論の研究蓄積が進んでいる (Peavy,

1992;下下主2015 1 Young&Collln,2004)。

今後のキャリア研究においては,キ ャリア構築理論
など主観的な側面を含● イ国人が不安定な雇用という

現実に対処する戦略に関する研究の蓄積が必要と考え

られる。そこで本研究においては,離職期間が個人の

主観的な側面に与える影響,特に女性の離職に焦点を
あてる。

女性の離職については,日 本型雇用の特徴として,

女性の出産適齢期付近で労働力人口が落ち込むM字型
カープがあることが知られているが,同時に出産を経

験していない女性の離職も増えている。具体的には̀

子どもがいない女性の8割近くが初職を辞めるという

高い初職離職率が確認されている (杉浦,2014)。

出産の経験の有無にかかわらず,女性の離職理由に
ついては仕事への不満が上位を占め,子どもがいない

女性の初職の退職理由は上位から「他にやりたい仕事

があったから」(353%),「 仕事に希望がもてなかった

から」(343%),「 心身の不調」(2割程度)と 続く。

他方,子 どものいる女性の初職退職理由は上位から「結

婚のため」(340%)が もっとも上位になるが,「妊娠・

出産・育児のため」 (2■6%),「他にやりたい仕事があっ

たから」 (2■5%),「仕事に希望がもてなかったから」

(2Q3%)と いう3点の理由が21%前後のほぼ同じ割合

であげられる。子どものいる女性の「結婚」や「妊娠・

出産・育児」という「目にみえやすい」退職理自の背

景には,仕事への不満という.子どものいない女性と

共通する要因がみてとれる (杉浦,2014)。

離職後の就業形態について,女性の希望はどのよう
なものであろうかぅ総務省「労働力調査 (詳細集計)」
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のスキルに自信を無 くす,社会復帰への不安が増大す
るなどの悩みや情報の共有,仲間同士で励ましあいを

行うなど,4国人だけでは難しい意識啓発が人的ネット

ワークを通して行われていた (羽 田野,2007)。 生涯学

奮は,学習者がなんらかの課題をなしとげ,自信をも
つきっかけとなる。くわえて生活や諸活動のなかで,

それらが時間的・空間的に分離せずに表裏一体的な関

係のもとに学習が生起する (広岡,2013:田 中,2013)。

生涯学習の機会を生かし,様々な分野で活躍するよう
:こ なった女性20名 をロールモデルとした研究によれ

ば.共通した特徴としてキャリア成熟の特徴であるや
ればできるという自信,主体的に生きているという自
信,前向きな姿勢が存在し,生涯学習の場を資格や技

能の習得に限らず,人的ネットワークづくりに生かし
ている(渡辺,2009)。 このように,生涯学習や人的ネッ

トワークの形成を含む離職期間の経験は,不安定な雇
尋への対処という視点で注目されるべきだろう。

なお,一般的にキャリアブレイクという用語は,特
:l欧州で職務を離れる長期体暇であるサバテイカルの

韓義語として使用されることが多い (訟橋,1998:員壁,

1捨鉢)が,本研究では,離職期間を肯定的に捉える個
たの主観的な側面についてキヤリアブレイクという用

驀を使する。

本研究では,キ ャリアプレイクを「育児,介護,体
轟不良,転職準備などあらゆる理由で,職業もしくは

著属する会社から離職している期間であり,体職は含
まれない。ただし,離職期間の経験が自己効力感を高
めるものであり,その後のキャリアに役に立ったと本
■が主観的に認知している場合に限る」と定義する。

これまでの先行研究では,女性の離職理由は結婚,育
露,出産といった家庭要因とするものが多く,それ以

舞の離職理由の詳細についてはあまり語られてこな

かったため,定義において離職理由を広範に提え,か
つ饉職期間に自己評価が低下するという女性に観察さ

れた課題を乗り越えるために必要な自信, 自己効力感

尋自上に注目する。

また、キャリアの転機の心理的過程には研究の蓄積

がある。Bridges(1980)においては,転機には「終
綺 :理 ,「中立圏」,「始まり」という3つのプロセスが

轟等.廣川 (2006)の研究では失業時の転機において,

「予兆」,「後ろ向き」,「低空飛行」,「前向き」という

苺つのプロセスがある。いずれの転機のプロセスにお

、・でも,ア イデンテイテイの喪失にもつながる状況か

ら.空虚感に耐えながら,一定の期間の内省を経て,

蟹しい自分,アイデンティテイの再発見,統合を行う
還種が示されている。他方,女性の離職期間をひとつ

■転機と提え,その中で本人がどのような心理的過程

を経たのかという点については,先行研究では注目さ
れてこなかった。

前述のとおり,女性の離職期間においては自己効力
感の低下が観察されるが,生涯学習や人的ネットワー

クなどの形成は自己効力感を向上させる。自己効力感

は,女性のキヤリア発達を理解し促進するために,重
要な要因である。ここでいう自己効力感とは,「ある

行動に対する自信」と言っても良い。職業に関する自

己効力感の高い人は,職業興味の幅が広く,粘 り強く
学業に取り組み, よい成績をおさめた。さらに職業選

択に際して考慮する職業の幅の広さと積極的な就職活

動とも関連する (宗方,2∞ 2)。

変化に適応するためのキャリア理論のひとつである

キヤリア・アダプタビリテイにおいても自己効力感は

重要な要素とされる (Savickas,2005)。 なお,キ ヤリ
ア・アダプタビリテイは,「関心上「制御上「好奇心」,

「自信」という4要素から構成される。将来に「関心」

を持つとキャリアを楽観性に基づき,キ ヤリアの計画
を立てる。「制御」という要素ではキャリアを形成し

ていくのは自分の責任と認識する。「好奇心」がある

と新しいことにオープンで実験して,学ぶことに価値
を置 く。「自信」は挑戦と障害の克服につながる

(Savicas,2005i Savickas&Porfel:2012)。 これらの要

素は不明確な将来および変化を乗りるためのコンピテ

ンシーでもあり,転機のプロセスには,キャリア・ア
ダプタビリテイが肯定的な影響を与えると想定できる。

以上をまとめてみると,雇用が不安定化している時
代に,女性の離職期間の実態を解明することは社会的
な要請でもある。女性の離職期間については,外的キヤ

リア
1と
しての評価が得にくく,自己効力感が低下す

るという問題点 (福沢,2011:羽 田野,2007:矢口.2004)

が見られる。再就業を成功させた要因としては,段階
的な復帰,離職期間中の人とのつながりなどが重視さ
れている。キャリアプレイクにおいては,い ったん自

己効力感が低下した段階から,キ ャリア・アダプタビ

リテイの影響など,な んらかの転機のプロセスを経て,

自己効力が向上していると考えられる。

女性の離職期間がキャリアブレイクとして提えられ

る際の,具体的な転機のプロセスを解明することは,
個人の指針としての観点からも重要と考えられ,本研
究のリサーチクエスチョン (RQ)を 以下の 2点に設

定する。

RQl:個 人は, キヤリアプレイクにおいてどのような

心理的過程を経て,その期間の経験を肯定的に

提えることができるようになるのか

RQ21自 己効力感を向上させ,その後のキャリアに役
に立った離職期間の経験とはどのようなものか

-11-



【方法l

l.調査対象者
本研究では上記のRQを解明するために,女性のパ

ソコンインストラクターを対象者としてインタビュー

調査を行った。パソコンインストラクターの特徴とし

て,サービス対象者が目の前にいることで講座を成功

裡に遂行できたという達成感や充実感を直接得て, 自

己効力感が高まるとされる。また組織を越えた専門職

としてのゆるやかなネットワークが存在し,そこでの

情報交換が能力開発の促進要因となる (中川
・原口,

2006)。 この点を含め,以下の 3点の理由から,パ ソ

コンインストラクターがキヤリアブレイクについての

調査対象者として妥当であると判断した。

理由 1:離職期間経験後,再就業している者が多いた

め。

理由2:個人事業主として働いている者も多く,状況

に応じて柔軟に働きやすく離職期間から再就

業へ段階的に移行しやすい職業のため6

理由3:他の専門スキルより短期間で身につけやす

く,自 己効力感を向上できる可能性が高いた

め、自己効力感を向上させていくプロセスを

観察しゃすいと考えたため。

具体的には,キ ヤリアブレイクを経験している (離

Table l 調査対象者の属性

職期間を肯定的に捉え, 自己効力感の向上を経験して

いる)パソコンインストラクターの女性19名 を調査対

象者として選定した (Table l)。

なお,調査対象者は年代,離職期
民日5,イ ンストラク

ター経験年数が極端に偏ることがないよう配慮した上

で構成した。年代は60代 1名 .50代 5名,40代 7名 ,

30代 5名 ,20代 1名で平均年齢は4326歳 (標準偏差

7.98)で ある。ただし,実際の年齢の範囲は61歳から

29歳であり,40代前半を中心に分布する年齢構成とし

ている。すなわち,年齢の幅を広くとりつつも,再就

業が生じやすい年齢を調査の中心とし設定したもの
で

ある。

離職期間は4ケ 月から18年,パソコンインストラク

ター歴は半年から21年である。平均難職期間は約 3年 ,

平均パソコンインストラクター歴は約11年であ
つた。

初職は一般事務職 (派遣社員総務含む)9名 ,プログ

ラマ4名 ,システムエンジエア2名 ,CADオ ペレー

ター 1名 ,社内インストラクター1名 ,接客業 1名 ,

アルバイト1名 ,学歴は大学卒 5名 .短期大学卒10名 ,

専門学校卒 2名 ,高校卒 2名であるこなお,上述のと

おり,女性の離職理由は出産育児に限定されな
いため,

多様な理由を包含するように調査対象を選定し
たが,

出産育児を理由とする離職は19名中6名であった。離

職理由の影響については分析結果において後述する。

通算3年  不動産会社 一般事務職 短期大学卒    既婚子供:△13年A  40代   女性
4年   証券会社一般事務職 既婚子供2人短期大学卒20年B  50代   女性

電機メーカー ∬ 既婚子供2人10年 大学卒4年C  40代   女性
1年   保険会社 一般事務職 短期大学卒14年 夏二

=D  30代   女性
短期大学卒派遣社員総務6`ギ 未婚

半年E  30代   女性
不動産会社一般事務職    短期大学卒15年 既婚

半年F  40代  女11
18年   旅行会社 一般事務職 既婚子供1人短期大学卒2年G  50代   女1年
1年   通信会社一般事務職5年 未嬌大学卒H  20代  女性

広告代理店 一般事務難    短期大学卒1年 不 明
半年1  40代  女性

1年 アルバィト 不 明高校卒9年J  30代   女性
8年   保険会社 アログラマ 既婚子供3人20年 短期大学卒K  50代   女性

電機メーカー涎 短期大学卒1年 既婚20年L  40代   女性
既婚子供2人21年 フログラマ 大学卒3年M  50代   女性

専門学校卒5年 4ヶ月 未婚一般事務職N  30代   女性
舞婚子供2人マンション接客 大学卒2年4年0  30代  女性

銀行 プログラマ 大学卒教員免許15年 数ヶ月
既婚子供ありP  60代   女性

通算3年   CDAォベレーター 専門学校卒15年 未婚
Q  40代   女性
R  50代  女性  約20年十WEB制作 5年   率土内端末インストラクター 既婚子供あり短期大学卒幼児保育科

約20年 十WEB制作  8年 既婚子供あり高校卒アログラマs  40代   女性

-12-

アンストラクメーー■  難載始¬ 家1共 11伎単

'I
初輩,手 手  生代  }t,1



2.イ ンタビューの概要

インタビユーは2013年 8月 から2014年 11月 にかけ
て

19名 に半構造化面接で行い,調査は調査対象者が指定

した場所で実施した。 1名あたりの実施時間は
1時間

から2時間であつたo質問は,離職期間や再就業後の

経験や意識について明らかにするため,先行研究を
ふ

まえ10項目を設定した。具体的には,次のとおりであ

る。 1)基本属性 (氏名。年齢,パソコンインストラ

クター歴.離職期間の長さ,初職での雇用形態,学歴,

家族構成)2)現在の職務に至る経緯 3)離職期間の

過ごし方 4)離職期間の経験をどのように提えて
い

るか 5)離職期間を経験、したことで学んだこと 6)

現在の仕事での喜び 7)再就業後の学習経験 8)同

業者とのつながり 9)現在の仕事に就いたことをど

つように提えているか 10)今後のキヤリア形成に
つ

た・て

調査対象者の選定は,ス ノーボールサンプリングで

青った。その際には,キ ヤリアブレイクを経験して
い

墓ことを確認するために,離 Il戦期間中に自己効力感の

実上につながるような具体的な経験がある
こと,現段

階で離職期間を肯定的に捉えていること,と
いう条件

●=事前に確認できることを必須
として選定した。

3.分析方法
_:、 |千 ぢ法 |よ .イ ンタビユ ーの記

‐録として作成した逐

:■■をネ下 (2007)の 修正版グラウンデ
ツ |― セオリーー

ーー■■―チ (以下 .M― GTAと 表記,にたつき分析した1

■ TAは .研究する人間の関心に基つき,11象 とな

_ニ ークの詳細なメカニスムを明らかにする
という点

r「:■ た́手法であり.キ ヤリアプレイクllお いる経験

二 L・理的 |ユ程の詳1日 の分 |千 1=と して
いると考えた_

_‐

‐生点者
21ま 「キヤリアブル fク を経験した女性」

:‐
‐―マは「RQの内容」と設定したし

■1■■11は ,イ ンタヒユー内容から, 分 iサi内谷と関

二
~● il'｀ ■工‐~ン ヨン (具 (本

'1｀

を抽出 t_^ 分 |千 ワー

ー1-■ をヽ用い.定義,バ リエーション.理論的メモ

l●‐■

` :ll念

を生成した.その1景 ,,j:似 (九 、対[中 1,

‐l三二〔f〕 tの 1■念を検刊して行った.テータからiliた

,1■■■li念が生成されず.理論 11(Jサ ンフ
1,ン クから

_:一ti=― 夕を収集して確認すべき問題点がなくな

l li■ iぁ る理::、的11]和 化まで分析すると
いう|[続的

_1:十
‐を実施したしその後.1に 々の任念に

ついて他

・=ゴ ー1カ関係をひとつずつ検言」して, サフカテ
ゴ

リー,カ テゴリーを作成した_

なお.卜,1-GTAIま テ
_夕 とコ_l((ィ(`):析 |こ お 1す る

|:1念 )|の 対応関 (系 を確保しつつ深
い解釈を行うために ,

データ|[密着しつつ多竜比較分析を行うことに特徴
が

ある.そ の特徴により.テ ータの文脈を
―
伎壊せずに.

1司時 |こ恋意的なも1釈 li陥 らないことを担保す
るt,本分

|千 においては,こ のM―GTAの特徴 |[沿 うとと 1)に ,

i二語録を著者 2名 で検討し|;li念 化する
ことで.恣意的

なt十訳とならないよう'ど野ましたⅢ

【結果】

1.概念とカテゴリー

修正版GTAの手法 11曖 |11,分 析を行った結果,59個

の||:1含 を生成 |´ |口 々の11念 |[つ いて i也の1:・t念 と
の関

係を 一つずつ憤許llン て● 51日 のカテ
ゴリー,22個のサ

フカテコリーーに統合した.サ フカテコリーを 1 )で

スし |:i念 を十角数字で表記し,111係性
が認められる

訂
'分

には矢印を示 |ン た.■念とカテゴリーー・該
」
1人数

の一覧はTable 2の とおりであ在 .

以下.カ テコリー 1こ 沿つて,その|11要を説明寸る(,

1.調査対象者の興味

このカテゴリー iま キ■・リアフレイクT:古 |[1立置する、、

三杢対象者らが.も ともとバソコン
インストラクター

ll関連する■項、1[■:11(を持ってぃたことを示す ,、 たと

え|ま  ,,1念 1「 ツ、ツコンヘ′)興味」
‐
〔|ま .以下のよう

な,11ネが示される _

「ハ ツ`コン111る の 1よ好きだったんですね=ホ ーム
ベー

シ作る|の が1子 きて.ェ テ fタ ーをIITMLて ,。 ホーーム

ヘージ作れたらかっこいいなって思って_1(1ヽ1象者
H)

1´ ハソコンに詳 しくな |,た くて.高校の頃から、、高

校のハソコン
'い

―ムでタイビングの練習していて()大

学を選ぶ基準はバ ソ`コンルームを自由に使
えるからで

した_1(対 象者E)

iil念 3「講師載への興味」で 1ま ,以
~卜

のような興味

が示される、,

「特に私はハソコンの先生には恵まれなか
ったので.

何言っているのかが全然ゎからなくって。私,大学
で

のハソコンの成績すこく悪くてt,日 分な
1,に工夫して

どうだろうとか_学」Fさ んにどういつたら興li未 をもっ

てもらえるのか_ただ伝えるだけなら,つ まらないと

思うんですよ」 (対 象者H)
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Table 2 概念とカテゴリーと該当人数の一覧

15ンが好きで興味をもちスキルを身

つ|り た(1)パソコンヘの興味

毎日規則正し← 務処理をこなしたり、同じ場所で仕事した

りすることが嫌い
(2)事務職が繁い

教えることが好きで、教員やインストラクターになりたいと考え

反面教曖 して掟え目分ならこうはならない等講師

るヽ状態。キャリアプレイク中に興味を示し

たヽ

パソコンや講師隷
の興味

(3)講師義への興味

フじ々 共|:::かっったち,すて|■′1:1｀が、|:々 ,ル●|こてハソコ

):」やインス|ヽラクターとして'■ 11か .■,うここ
2 ,|111■

`メ
子:A (4)

初職にてパソコン関連

インストラクターの経験

調
査

対
象

者

の
興
味

ていない

.生夫の転勤や結婚、出産により動めていた会社を辞めたり

活が変わったりすること。本人iまこの転機:こついてネガテ
青定的なライフイベント

(5)(■■::事の■1‐ 1や =■ 11)

|■■ろ:二 it

i=だ的なライフイベン

ト

しかないと考えてt

に企業内キャリアにおける頭打ち感を感じており、う
(6)30歳前の年齢の壁

育児や介護と働くことの狭間にたち生活を見直す
べきか考

え、仕事を辞める事を考える

育児や介護との両

(7)悩み仕事を辞めることを
考える

4 キャリア停滞A

`8、

 価暉 が変化するような｀′
幸い経験

ク前に身近な人間の死やリストラなど予期しな

かった出来事 により価値観 が変 化す るような出来

し、それを遭邊した人間が堪え難いと感じる経験

5 キャリア挫折A

キ

ャ

リ

ア

ブ

レ

イ

ク

前

とヽ考ぇること

家族のために生きたりするのではなく1人の人間として認めら
『社会に取り残される」と不安を感じたり、

(9)主婦という立場の開塞感6 キャリア停滞B

ク中に自身の病気など予期しなかった出

lこより価値観が変化するような出来事に道遇し、そ

した人間が堪え難いと感じる経験

′ln、 価値観が変化するよ
・`V′
辛い経験

7 キャリア控折B

自身の生活が変化したことに対して、現状を内省した上で

入れている状態.受け入れるまで:こ葛藤をかかえ(11)を
省し変化を受け入れ

自身の生活が変化したことに対して、特に疑間ももたず受け

ている状態(12)目 然と変化を受け入れる

自然と変化を受け入れている対象者に周囲が声をかけ次の

展望を考えるきつかけを与えること(13)l爵 囲の声かけ

キ

ャ

リ

ア

プ

レ

イ

ク

中

■
　

調
査

対
象

者

の
変

容
１

8 変化を受け入れる

13仕
=|、
ti:=以外の活動にいヽヽ1心十、11`、■

‐きることで月

Cの人 々や社会|二」|し て使 |こ三らた'｀ rヽ1」■・
(14)貢献意識の高さ

ロールモデルやサイト等の情報からパソコンスキルを身

け目立して働きたいと考えること
′,く 、「手 |こ■ 」として′ン ソヽコ‐`~′
 ンスキル

全く新しい領域をめざすのではなく、これまでの経験を生かし

たいと考えること
(16)野を生かしたいと

えている場合とそうでない場合がある
■いこう′しヽと:■えること /、 1■よっ

イ|キ |:・ iを′]ヽ 1す
(17)今後の展望を考える

経験の機卸と今後の

展望

社会から取り残されていることや先が見えないことで感じる漠

然とした不安感や現状に不満をもち変化をもとめている状態
へ の現 状 不

(18)
るヽ状態を求めてし

えたいと強く思っている状態(19)L]迫・・ご

11目指す仕=■ヽ興味 を1,ち 、その十事 かした
)ヽ とJヨ 1:1均

ぇている状IF
(20)目 指す仕事への興味

こと てじが重 要だと感 るヽ 仕り対価を得る家庭の状況は
による責任感と継続性の発生て対価をもらうこと

(21)対価をもらうことの重要性

:ハ 変化を後押しするlU況
の生起

12動を起こす前にそれに関する情報を主体的にインター

状況を観桑したりし探索すること(22)主体的な情報探索

と

新たなことを始める時に自分のできる範囲で行動をおこすこ
(23)小 さな行動をおこす

キ

ャ

リ

ア

プ

レ

イ

ク

中

ｍ
　

調
査

対
象

者

の
変

容

２

11 主体的な小さな行動

■
一

　

■
１

■
１

１

１

‥

‥

‘

　

　

．１

「１

■
鶴

機
構
一現
場
摘
漱
鶴
ヨ
¨
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「

Table 2 概念とカテゴリーと該当人数の一覧 (つづき 1)

A会長や広報などの役職を得て、リーダーシップ、マ

パソコンを使うなどの経験、すること

′～、
PTA活動や保護者とし

｀́ ′
て学校活動での経験

12′,ヽ、パソコンインストラクターt~′
関連資格取得①

キャリアプレイク中にパソコンに関する資格を独学、スクール

などで学び取得。資格を取ることでユーザーとの差別化を1ま

力り、インストラクターとしての資格を重要だと感じMOT(マイ

クロソフト公認トレーナー)養成講座に通学 ※キャリアプレイ

ク前の場合もある

キギリアフレイク甲、チt:こ :」 |て ,tく |■ |こ 覆=こワー″―を1=it

し
~で
|.｀ろ(26)在 宅ワークの経験

12 新たなスキル習得e

PTAや保護哉 して学校活動 :こかかわることで、学校関係

者や他の保護者と出会い情報交換できるネットワークを形成

すること

イ07ヽ PTA活動ゃ保護者とし‐`.′
て学校活動での出会い

印象 11(」 なノヽ ソコンインス |ヽラクター 、1■ ―ルモ■ル )に 出会

1ヽ、その出会 いか /ヽソコノインス1ヽラクター |こなろきつⅢけ|こ

′●つ,こ

r28)印 象 的な
ロールモデル

 `・
との出会い

(29)知 人からの仕事の誘い 知人からの声か :すがきっかけで仕事に就いていること

`3。

、活動を通
じ、同じ興味を

~`~′

もつ人とのつながり

パソコンスクールで出会った仲間や仕事や活動を通じ知り

合った仲間、インターネット上で知り合った趣味の仲間など、

わからないことを教えあうことや情報を交換し合うような人間と

のつながり

仕
'以
外の活昴をiЁして人との{,::わ t,″ジ重要il:を ■71し て

|,ヽる.■ 'f
′.1、 活動を通じ、人 と

の関わ
~`′
りの重要性を認識

キ

ャ

リ

ア

プ

レ

イ

ク

中

ゆるやかな人的ネント

ヮークA
13

仕事を通じ知り合った同業者、同僚などわからないことを教え

あうことや情報を交換し合うような人間とのつながり`32ヽ

仕 事を通じ、同じ興 味を ` ′
もつ人とのつ額がり

仕事樋 して人との関わりの重要性を認識している状態′3.、 仕事を通じ、人 と
の関わ

~`′
りの重要性を認識

1メ ゆるやかな人的ネット~  
ワークB

2001年の「e‐Japan戦 略」によりIT議習会が頻繁に開催され、

パソコンインストラクターになりやすい状況で職を得た
(34)ストラクター職が得やす

12パソコンインストラクター未経験可能な小規模パソコン教室

やIT講習会や単発のインストラクターとして働くこと`、

s、
小規 模パ ソコン教室や

~`~′
IT講 習会で働く

15 仕事を′早る

子供の成長にあわせて仕事量を調整している(36)仕事量を調整

(37)家族の協力
実母が同居、あるい|ま近くに住み家事や育児を担っていた

り、夫が仕事をしたりすることに関して肯定的であること

キ

ャ

リ

ア

プ

レ

イ

ク

後

Ⅳ
　

調
査

対
象
者

の
自

己
効

カ

サ
イ

ク

ル

16家 庭生活 |こ関すること

在職中にパソコンに関する資格を独学、スクールなどで学び

取得.資格を取ることでユーザーとの差別化をはかり、インス

トラクターとしての資格を重要だと感じMOT(マイクロソフト公

認トレーナー)養成講座に通学

′.。、パソコンインストラクター
J`°

'関連資格取得②

10(39ヽ
実務を通して様 々なスキ ` ′
ルを習得する

用スキルを習得すること

経験年数を重ね少し難しい業務も含めた実務を経験するこ

とで、コミュニケーション能力や時間管理能力など様々な汎

17新たなスキル習得②

13
(40)少 し難易度の高い経験

業務を通じスキルを身につけ、自分のスキルより少し高い経

験をすること

自身のスキルより難易度の高い経験をする時に感じる不安

と、しかしそれをやらなくてはいけないと責任を感じていること

18験し難易度の高ヽ経
(41)箕対する碑 責

12やりたいと思っていたことをやり遂げた時 に感 じる達成感を

這:じ 自信をもち、
'も

っとできるた:ろう」という気持ちが強くなる
(42)達 成体験

(43)代 理体験

同じ目標をもっている人や自分と似た状況の人ノ′`上手くいく

場面を見て、「あの人に出来るなら、私にも出来るだろう」と感

じる体験

少し難しい事柄をやる時に、信頼できる人によつて『大文夫、

大丈夫」や「あなたならできる」等の声かけをされること
(44)言 語的説得

キ

ャ

リ

ア

プ

レ

イ

ク

〓

・
キ

ャ

リ

ア

プ

レ

イ

ク

横

Ⅳ
　

調

査

対
象

者

の
自

己
効

カ
サ

イ

ク

ル

己効力感に関する自

項
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Table 2 概念とカテゴリーと該当人数の一覧 (つづき2)

工.調査対象者の変容 1
このカテゴリーは,キ ヤリアプレイク前とキャリア

ブレイク中の双方に位置する。具体的には,調査対象

者はキャリア停滞,キ ャリア挫折,肯定的なライフイ

ベントによる転機を経由し,キ ャリアブレイク中に入

り,それぞれの方法で変化を受け入れていた。受け入

れ方は同一でなく,後述する結果図で示すように, 7

タイプに分かれる。

キャリア停滞とは,深刻な挫折感などを伴うもので

はないが,現状のままであることに問題意識や苛立ち

を感じている状態を示す。たとえば30歳 を前にして企

業内での頭打ち感を感じており, うごくなら今 しかな

いと考える.あ るいは育児や介護と働くことの狭間に

たち生活を見直すべきか考え,仕事を辞める事を考え

ていたりする状態である。また主婦という立場に閉塞

感を感じることもある。たとえば離職期間が長 くなり,

「○○ちゃんのママ」と呼ばれる,「△△さんの奥様」

と呼ばれる生活の中で社会に取 り残されると不安を感

じ, 1人の人間として認められたいと考えることであ

る。

概念 6「30歳前の年齢の壁」では,年齢の区切りが

停滞感をもたらす。

「29歳の時。結局MOT豫 得前に会社を辞めるけど,
営業事務の仕事をしていたんだけど,会社にいても

ずっと同じ仕事だし,こ こでずっといるんじゃなくて ,

手に職をつけたいと思い始めたのでパソコンインス ト

ラクターになりたいと思った」 (対象者A)

「鈴代後半ですかね,何か中途半端な存在だなって。

何でも困ったことにその場で答えてあげられるような

仕事がいいって。(会社の中で)自分の存在が何の役

に立っているのかわからない」(対象者0)

概念9「主婦という立場の開塞感」はその立場への

停滞感をあらわす。

「主婦をやっている時には与えられない,なんていっ
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13ンに関する様々なスキルの習得(45)IT関連スキル20専 F・ スキル

仕事、それ以外の活動にかかわらず何気ない会議から周囲
(46)雑 談力

思われる仕事も策な顔をせず 引き受けることができ

対象者に対して安定した気持ち

キル

(47)感情コントロールカ

明点ゃ乗間点かあった'キ |こ
|][:l'デ、に貫|:や干祠

=:づ
るこ

とができるスキル(48)質 問・相談カ

14社会人として失礼のないような立ち振る舞いを意識して行

ていること
社会人としての立ち振

(49)

|:,分のやり方|こ |]=せず.711手 う=■
1や■■によ

にヽ 1■ (う
~ろこと

立の や場 フフ能手相
(50)

る力よって柔軟に対応す

自分自身のことや自身力もっている情報を発信し調示するこ

と
(51)情 報開示

13
業務を通じて周囲の状況を祭する力が身に付いている状態(52)周 囲の状況を察する力

すべてを目分でやろうとせず、得意な人に任せるスキル

aチームで働く力

(53)任せるカ

13
再就業後に、物事に自らiEんで取り組むスキル(54)主 体的 |こ行動する力

14目的を設定し確実に行動するスキルぅ再就業後、日の

仕事に対して最後まで責任をもって遂行すること
(55)実行ブフ

.前に峰み出す力

家事や仕事を通じ身につけた複数の業務を同時|こ処理する

スキル(56)マルチタスクカ

10|、フラル|こたりやすし`ことを多t=::事 し、そil.:こ 対して」
'Fi「

'

写十ろスキル(57)先読みする力
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たらいいのか『認められたい』つていう。う―ん。そ

4い う気持ちだったかな。達成感ってないですよね。

家庭に入っちゃうと。子供が育っちゃうと。あと自分
‐
:｀家の中で達成感を感じて充実感を感じることってな

=・
ですよね。外に出て何かと関わっていれば,そ うい

うのを感じる機会があるじゃないですか」(対象者G)

地方,キ ヤリア挫折は,価値観が変化するような.

華い経験を意味する。具体的にはキヤリアプレイク前

oこ勤めていた会社で価値観がかわるような辛い経験を

する。例えば身近な人間の死やリストラなど予期しな

■った出来事に遭遇し,働 くことや人生に挫折を感じ

る[ま たは,自 身の病気で挫折を感じる場合がある。

難念8と 10が該当する。

以下は概念 8の例である。

「母親がその前の年に亡くなっていて,急に親に甘
豊られないと思っていて。自立しなくちゃって。亡く

なった後に考えるようになって,母親の手前,結婚し

て孫を見せなくちゃって焦っていたんだけど,その縛

|がなくなって。じゃ,この会社にいるのか,っ て思っ

て。それなら手に職つけて働けるようにしないと,会

社なんていつまでも自分の面倒見てくれるわけじゃな

,|し」 (対象者A)
~1カ
を入れてた男女共同参画センターのPCス クー

書の仕事の継続ができないとわかった時)私どうして

亀今でも悔やまれることがあって,業者がやめちゃっ

て継けられなくなったっていうのもショックだった

し、どんどん落ち込んじゃつて,ほんと鬱状態に実は

なっちゃっていたのよ」 (対象者K)

こうしたキャリア停滞,キ ヤリア挫折を対象者が心

理露に受け入れるまでに,葛藤をかかえ時間がかかる

壕合もある。しかし,いずれの場合も,最終的には現

験を内省して変化を受け入れることになる。概念11「内

讐して変化を受け入れる」がその状況を示している。

「色々な求人を探していて,以前のスキルは使えな
、・ってわかって。やっぱり自分ができることってとに

か(プランクが長いから,主婦上がりになってしまい

ますよね.15年前のスキルなんて全く通用しないって

時代も変わっているし, じゃとりあえず主婦でもでき

碁壼事をというところから入ったのね。で,それで住

電襲示場の案内するような仕事,主婦が多いから」(対

亀者8:

1総合職として復職を希望する対象者が)「旦那のお

彗さん:ゴ今の若い人はすぐに子供をおいて外に出る。

燦嚢くもいまで子供と一緒に過ごすべき』と言われて。

雲彎人の意見をすぐに気にしていて。外に出られない

`患
って。でも家にずっとこもっていると何かやりた

、‐
=思
って」(対象者C)

Ⅲ.調査対象者の変容2
このカテゴリーは,サブカテゴリー (9)財蚤験の棚

卸じと今後の展望」,サブカテゴリー (10)「変化を後

押しする状況の生起」,サブカテゴリー (11)「主体的

な小さな行動」を経由していた。

サブカテゴリー (9)「経験の棚卸しと今後の展望」

では,変化を受け入れた調査対象者が自身のキャリア

について考えはじめていた。

概念14「貢献意識の高さ」では,次に仕事をする時
は自分のできることで誰かの役に立ちたい, という思

いがあり,概念15「「手に職」としてのパソコンスキル」

ではパソコンスキルという専門性を身につけ企業に依

存せず働きたい。という発言をしていた。

概念16「経験を生かしたいと考える」では,キ ャリ

アプレイク前の経験を生かして働きたいと考える。

「パソコンインストラクターになりたい, と思った

のは (パソコンや教えることが)好きだっていうのも
あったけど,い きなリデザイナーとか全然違うキヤリ

アを目指す気にはなれない。 (中略)全 く知らない領
域を目指す気になれなかった。パソコン仕事で使って

いたし,好きだったし,そ ういう分野でキャリアをつ

けたいと思ったので」(対象者A)

概念17「今後の展望を考える」では,これからのキャ

リアの展望に思考の焦点が定められる。対象者により,

この部分にかかる時間の長さは異なる。

「子供をちゃんと育てたいって全く仕事から離れて

18年間で子供のためにって感じで,親ばかなんだけど。

これからはまた第4の人生,子供の時代,独身の時代,

子育ての時代,子育て後の自分の時代。どうやって過
ごそうかと思った時にやっぱりとにかく1回社会に戻

りたいって」(対象者G)

「後ろめたさっていうか社会の一員って考えたとき

に家の周辺プラプラしていて,帰ってご飯食べてって。

だめじゃんみたいな。インストラクターの仕事面白そ

うじゃんって思っているんだったら一歩飛び出してみ

るしかないなって」 (対象者F)

サブカテゴリー(10)「変化を後押しする状況の生起」

では,調査対象者がそれぞれ自身のキャリアを考えた

後,次の変化を後押しする状況が生まれる。たとえば

専業主婦であった調査対象者のひとり娘が大学に入っ

た途端自分の役害1を失い, 自分の生きる道を探さなく

てはいけない, と思ったというような例が該当する。

離職期間が長くなり感じる不安感,強 く現状を変えた
いという切迫した感覚, 自身の興味に応じ仕事がした

いと考えている状態,家庭の事情により対価を得る必

要があると感じている状態も該当する。

サブカテゴリー (11)「主体的な小さな行動」は,(9)・
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(10)のサブカテゴリーを経て, 自身の出来る範囲で

小さな行動に挑戦する状況を示す。

概念22「主体的な情報探索」では,行動する前に関

連情報をインターネットや雑誌などで情報を探していた。

「インターネットで片っ端から調べて,色々なワー

ドで調べて議 職サイトでいくらぐらいの時給だから,

こんくらいになるな, とか計算して。生活できるぞつ

て。 (中略)めちゃくちや探して。執念で色々な検索

をしていたら,私も覚えてないんですけど,(実際に

働くことになる会社の)サイトにひっかかつて」(対

象者N)

概念23「小さな行動をおこす」では,調査対象者は

主体的に情報を探索後,自 身のできる範囲で行動して

いた。例えば興味ある事柄の話をする,パソコンスクー

ルヘ連絡する,資格取得のために問題集を購入する,

という行動である。中にはパソコン購入前に紙のキー

ボードを使ってタツチタイビングを覚えた者もいた。

「別にその時はインストラクターになるとか考えて

なくて,最初は子供が小さいから, タイビング覚えて

在宅なんか仕事ができればいいなと思った。やりたい

と思ったのが上の子が 2歳で, タイビングの練習始め

た。パソコンなくて紙のキーボードで練習した。パソ

コンなんてなかったからね。多分20年 くらい前」 (対

象者B)

「人見知りだったんだけど,当時引っ越したばかり

で中々知り合いができなくて。いつも家から見える公

園で談笑するママたちを眺めていたんだけど,声をか

ける勇気がなかったんですよ。でもこのままだと子供

に友だちができないと思って,勇気を出し声をかけた

んです。それがきっかけで伸良くできたことで自信が

ついて,Mさ ん
4と
親しくなるためにコミュニテイサ

イトに書き込みできるって思えたし,あ りのみ
5の
活

動にも参加するようになったのだから不思議ですね」

(対象者S)

ここから,調査対象者の多くが新たなことを始める

時に, 自身のできる範囲で行動をおこしていたことが

わかる。またこの時期の経験について調査対象者の何

人かが「あれをしていなければ,今の自分はない」と

いった発言をしていた。

Ⅳ.調査対象者の自己効カサイクル

このカテゴリーはキャリアブレイク中とキャリアブ

レイク後にまたがって位置するGパソコンインストラ

クターとしての取り組みは,労働の対価が有償である

場合と無償である場合がある。パソコンインストラク

ターとしての取 り組みについては,見習い的、あるい

はボランテイア的な取り組みが行われる場合があり,

これは労働の対価としては無償で処理される場合があ

る。しかし,取 り組みとして実施している内容は実質

的に業務に該当し,有償の場合と区別できないことが

多い。このようにパソコンインストラクターの取り組

みは有償と無償で明確に二元化できるものではない

が,本研究においては取り組みを有償で行っている時

は「キャリアプレイク後」,無償で行っている時は「キヤ

リアブレイク中」として整理することとした。

サブカテゴリー (12)「新たなスキル習得①」では,

調査対象者は新たなスキルを習得するために行動して

いた。作用していた概念は,概念24「PTA活動や保

護者として学校活動での経験」,概念25「パソコンイ

ンストラクター関連資格取得①上 概念26「在宅ワー

クの経験」である。PTA会長や広報などの役職を得て,

PTA活動の中でリーダーシツプやマネジメントを学

びパソコンのスキルを上げる,キ ヤリアブレイク中に

パソコン関連の資格を独学ゃスクールに通学して学び

資格を取得する,キャリアブレイク中に外に出て働く

前に在宅ヮーカーを経験する,な どの行動が該当する。

サブカテゴリー (13)「 ゆるやかな人的ネットワー

クA」 はキヤリアプレイク中に発生したゆるやかな人

のつながりを意味するc

概念27「PTA活動や保護者として学校活動での出

会い」は学校関係者や他の保護者と出会い,活動を通

じて情報交換できるネットヮークを形成していた。

「私がこういう仕事 (ITサポート)しているんだよ

ね,パソコンで誰か詳しい人いないかなって言ったら

『○○ちゃんのママがMOな んとかつていう資格

(MOTの ことを示す)勉強しているよ』つて話してく

れて,で,今度授業参議で会った時に『ねねね,何か

勉強してるんだって,ち よつと教える仕事とかあるん

だけどやってみない二って。すつげ―,プローカ
~(笑

)」

(対象者M)

概念28ではスクールで印象的なパソコンインストラ

クター (ロ ールモデル)に出会い,その働きぶりを見

て職業に興味をもち,その出会いがパソコンインスト

ラクターになるきっかけになる。

概念29「知人からの仕事の誘い」は,パソコンの勉

強をしていることを知った知人からパソコンインスト

ラクターのアルバイトを紹介されていた。

「なんかなるかなつて (何かの役に立つかと)思っ

たけど,後々タイビングを覚えたタイミングで,『仕

事をやらない』って (パソコン教室をしている)その

友達に誘われた。最初は仕事になるなんて思っていな

かったけど」 (対象者B)

また,概念30ではキヤリアプレイク中にスクール`
パソコン関連のコミュニテイサイトで人とのつながり
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=作
:).概念31で はパソコンボランアィアを丁ること

.1■ って, コミュニケ
~~ン ヨンスキルを身につけ人見

ti l:'力 克`服された,と いう1列が示される。

十フヵテコリーー (14)「 ゆるやかな人的ィ、ツトワー

‐
3_11よ キャリアフレイク後に発生するゅるやかな人

二:Dつ ながりである.,パ ソコンインストラクター等の

‐
1子を得て 1司業者や同 1余 と知 1,合い, 1青辛lt交換 し合う

、とのつながりができる,な どの例が該当する`,サ フ
ーテゴリー (15),(16)は , 仕事を得る具体的状況と

=て
の状況が示される.
―■ワカテゴリー (17)「 新たなスキル習得セ,」 で |ま

三■そこな しなが ら高度なスキル習得を目指 して

:i「,T養成講座に通学する,経験年数を重ねていくう
‐1,1受講生の動きを先読みし時間管理する.ブ、見ナllり
´
二,た 者が受講生とスムースにコミュニケーションを

■■などの業務に限らない一栽的スキルを習得する,

な」の 1夕」がテitさ プしていた.
ニフカテゴリーーr18)は少し嗜易度の高い経験である._

■念4()「 少し,1易度の高い経験」では,「尋査対象者

=■
々なスキルを身につけ,人 とのつながりを作りな
:́1, 本人にとつては少し難しいと感じるような経験

■ て́いく.
~市
出のありのみの)Mさ んかん紹介される仕事が

,_■3つ
=li易
度が高くて,大手企業のサイトとか ,それ

=こ
なすために必要なことを自分で勉強してって感じ

て t́」 (対 象者S,
~て
も授業って同時進行が起きていますよね.PC操

~■
スクリーンの操作と学生見て,フ ォローーして.し ゃ

‐́ てみたいな_遅刻 した人米て処理してみたいな.
■・_● こいなつてぃ脳みそいっはい動いている。 1司時

二十1~る ってことに対 して景えられたと思いま十二(対

il「■l.:

■'し た少し撃易度の高い経験には臓念41「経験に
~~=不
安と責任感」がつきまとうことになるが.「

:F

ll:|「 象者はそれを ,It l,越 えていく.
~・
■うて小学 1交 にITサ ホー トに行 く時|)本 当ね .

=な
.:|ま んと (小学校に)1枚 り|」:lさ た感じt, 1回学

■―r=さ せてもらって, もう行きなさいって。ま, 派

iゴ・■つ意向ね1,1立 きそうだったよ。やんなきゃしょ

:‐■ .・ =i対 象者B)
~~~マ ■ゴリー (19)li己効力感に関する項目は .

―二 :1,フ 十 イクルにおける具体的な経 1検の内容であ

: I●IIiuraに よれは,1自 己効力感を形成する要素と

、
´

=「 =lf行
動の達成,代理体曖.言語的説得がある

`,

:L:‐

'It〕

達成と|ま ,自分で必要な行動を実際に達成

:i■ il'て きたという経験であり,代理経験とは,

1-.■ ■ 1二 て自分 1■ もできそうだという効力予期を

形成することであり,言語的説得とは,言葉による説

得を反復して用いることにより, 自己効力が高まると

いうものである。

概念42「達成体験」は,少 し難易度の高い経験で成

功するとことによる達成感を示す。「楽しかった。元々

やりたいことだったから夜遅かつたけど楽しかった。

(楽 しかったのは)受講者の人が『できた』って喜ぶ

ところ。自分の教えたところで喜びにつながっている

ので,やった甲斐があったなって思う。それが自分は

嬉しい。それがやりがい」 (対象者E)

概念43「代理体験」では,同僚の努力する姿を見て

「私も頑張ろう」と感じる。

「絶対ね,皆周りが頑張っているから頑張っている

んだと思う。WEBページを作っている2人がいるん
だけど,その2人って仲が良くてなんか企画しようと

しているの。自営業同士だから2人で仕事とろうと考

えているの。だから2人だから刺激しあってるんだと

思うんだよね。 (私 自身も仲間である2人を見て刺激

を受けていて)絶対に周りが頑張っているから頑張ろ

うってあるよ。一人でやっていると『これでいいん

だ』ってそれで終わっちゃうんで」 (対象者B)

概念44「言語的説得」では,先輩からの「あなたな

らできる」という声かけが自信につながる。

「 (当時勤務していたパソコン教室より良い条件の仕

事にいくので辞めるという話をした時)パソコン教室

を取り仕切っている女性がいたんだけど『ここにいた

ら,も ったいない』って言ってくれて,あ りがたい。「あ

なたならどこに行ってもやれるから」って言ってくれ

て」 (対象者C)

サブカテゴリー (20)では比較的難易度の高い「専

門スキル」を身につけ,サブカテゴリー (21)「汎用

スキル」として「チームで働く力」,「前に踏み出す力」,

「時間管理力」を身につける。

サブカテゴリー (22)「貢献意欲の高まり」では,

複数の調査対象者が仕事や団体の活動を通じ,福祉系
や心理的なサポートの仕事,任意団体,NPOに興味
をもつ。

2.ス トーリーライン
前節で述べた 5カ テゴリー,22サブカテゴリー,59

概念に基づき,「キャリアプレイクのある女性の変容

モデル」として結果図を作成した (Flgure l)。 結果図

は時間軸を左かあ右への流れで設定し,キ ャリアブレ

イク前,キ ャリアブレイク中,キ ャリアブレイク後で

配置した。以下で,結果図に基づくストーリーライン
6

を述べることで全体像を説明する。なお,各 タイプで

7つの分岐があったがそれについてもFigure lに 記す。

-19-



Figure l「キヤリアブレイクのある女性の変容モデル」結果および7タ イプの分析
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tだ し,挫折や停滞を内省して変化を受け入れるか .

f=ミ内省をしないまま |三1然 と受け入れるかという違い

:́F,る ものの,発生した転機に伴う変化を受 |す 入れる
■二て共通している(,こ うして「キヤリアフレイク中」

1■化を受け入れた後 |ま ,7タ イブが統合され,調査
:~象 者全員が「経験の

'推

11し と今後の展望」に至 り.

-1■ のキャリアを内省し,今後の方向性を考えるよう
iな る.

11こ 「変化を後押 しする状況の111起」という変 fヒ を
‐111し「 る'次

1兄力
'生
iま イt.「二L千本litな /」 さヽなイ子重な」と

'¬ 身の出来る純田で小さな行動に挑戦する状況に

il■ がる.
~■

1体的なノ1ヽ さな行ニカ_1 を実行することで, i.1査 ,1

■■1まゅるやかな人的不ットワーークによる 1自 己効カサ
~ル
の段階に至る(_上述のとおり,ハ ソコンインス

‐千クターとしての取 1,組みは.労働の対価が有償の
‐ヽ こ`無 1賞 の場合があるため,自 己効カサイクルは
■
''リ アフレイク中」と「キャリアプレイク後」 |[
^:■ つ |す られる.

li三効カサイクルでは「達成体1費、|、「代理 1科貫」.「 i言

::=三得_|と いう事象が連鎮的に発生 し.それらの事
ニデ賃環的に推移する中で,,1査対象者の貫駄意欲:ま
:=「 ま|| |~専 門スニル」と「汎用スキル」を習

`与

して

‐ ことになる.,

■お,ス トーリーラインにおける11■理由の影響て

・
=.う

i 出産育児が理由である場合もそうでない場合
1 ■ィリア停滞.キ ヤリア挫折が生起すな これは
■|■的に■11':し たという事実においてキ■リア形成に

,す る本人の意識に影響があることに変わ i,ないため
´
`■‐すなわち、出産育児とそうでない場合

″)itii

lIを ストーリーラインにおいて包含して論じること

1■■であると考える。

:考察】

=RQに 関する分析結果
重豪 :個人は,キ ヤリアブレイクにおいてどのような

心理的過程を経て,その期間の経験を肯定的に

提えることができるようになるのかという問題

意識については,調査対象者には挫折感,停滞
惑,肯定感という異なる状況を経て,変化を受
容し,今後の展望を考慮し,主体的な小さな行
動を開始するという一連の心理的過程が存在し

た。ただし,先行研究の転機のプロセスに比べ

ると,内省の段階を経ることは同様であるが,
主体的な小さな行動という些細なきっかけによ

る踏み出しが転機の最終段階につながり, 自己

効力感の向上につながることで,その期間の経

RQ2

験を肯定的に提えることができるようになる,

ということがわかった。

自己効力感を向上させ,その後のキャリアにい

かせる離職期間の経験とはどのようなものかと

いう問題意識については,主体的な小さな行動
と,それに続く自己効カサイクルが, 自己効力
感を向上させる離職期間の経験であった。すな

わち,調査対象者が興味を有している事柄につ
いて,できる範囲の難易度の低い行動を開始し,

そのうえで羽日野 (2007)と 整合するが,生涯
学習の場や仲間で励ましあうネットワークのよ

うに,集団的に人が介在する場をとおして徐々

に難易度の高い経験を行っていくことを意味す

る。

2.キ ャリアプレイクの心理的過程に関する考察
キヤリアブレイクについては,変化に対する内省の

時期を経て,次の展開につながるという点で転機に関
する先行Ii力究と概ね同様の心理的過程を観察すること

ができた。

ただしBridtts,廣川の転機の説明では,「終わり」

はアイデンティティ喪失,「中立圏」ではこれまでの

ことや今後についてじっくり内省じ,「始まり」は自

己の再構成をしていくとされている。しかしキャリア

プレイクでの転機は挫折感など喪失を伴うものより,

停滞感,肯定感に基づく場合が多い。つまり,「 この
ままではいけない」という焦燥感にかられている状態

であり,「終わり」は喪夫というより停滞を乗り越え

なくてはいけないという焦りである。「中立圏」では

内省を行うが,ほ どなくして自身の興味に応じ情報探
索をしている場合が多い。「始まり」ではその興味に

応じ小さな一歩を踏み出していた。

以上を踏まえると,キ ャリアブレイクの転 i;隻のサ
ポートは,喪失感への対処に限定せず焦りを払拭する
ことを目的とし, 自身の興味に応じた情報探索や小さ

な一歩を踏み出せるような支援につなげていく側面に

注目していく必要があると考えられる。

3.自 己効力感に関する考察
キャリアブレイクにおける自己効力感を向上させる

要素として,達成体験,代理体験,言語的説得など先
行研究と同様の要素が観察された。調査対象者の多く

がもともとは人見知 りで自信が無い状態であったが ,

パソコン,ITな ど興味に応 じて取 り組み,その興味
をもっている事柄について他の人にも学んでほしいと

いう貢献意欲をもち,パソコンインス トラクターの活
動 (有償,無償)を通して「ありがとう」などの感謝
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の言葉や受講生の成長に接 し,達成感を得ていた。

また活動の場を通して人のつながりができていた。

同業者や仲間の頑張っている姿を見る,励ましの言葉

を得る,自 身にとっては少し難易度が高い経験をする ,

などの経験により,自 己効力感のサイクルがまわって

いた。

以上のとおり,調査対象者が今後の展望を考え,で

きる範囲の難易度の低い行動を開始し,そのうえで集

団的に人が介在する場をとおして行動が徐々に発展し

てぃく, というプロセスを明らかにしたことが,本研

究の独自の発見である。

離職期間で自己効力感が低下 している4国 人にとつ

て,い きなり難易度の高い行動を取ることは困難であ

り,そ うした行動を目指して vヽ ると,結局は何ら行動

を開始できない状態が継続しかねない。そうした事態

を避けるためには,意図的に難易度の低い行動から開

始することが望ましいであろう。また,難易度の低い

行動を円滑に実施するためには,集団的に人が介在す

る場の有効性が高い。すなわち,キャリアブレイクに

おいては,個人が事前に集目的に人が介在する場を調

査し,意図的に参加していくことが望ましい対処方法

として指摘できるだろう。

4.キ ヤリア・アダプタビリティに関する考察

難易度の低い行動,集目的に人が介在する場を意図

的に探索することは,キ ヤリァ・アダプタビリティの

関心,制 御,好奇心.自 信 とい う要素 (Sa宙ckas,

2005i Savickas&Porili,2012)の 活用に合致すると

考えられる。「関心」は今日の選択が将来を形作るこ

とを認識することで,将来の目標を達成するために計

画をすることを意味するが,調査対象者は現状の認識

と変化の受容を経て,今後の展望をしており,こ れは

「関心」の要素に合致する。難易度の低い行動へ踏み

出す場合に, 自身がキャリアの主体であると意識する

「制御」の要素が少しずつ高まっていると考えられる。

行動へ踏み出す際には,様々な情報探索を行っており.

これは新しい機会を求め,その機会の選択をオープン

に実験 してみるという「好奇心」の要素に合致するc

次の段階の自己効カサイクルは「自信」の要素につな

がる。

すなわち,本研究で明らかになった心理的過程と自

己効力感を高める経験は,キ ャリア・アダプタビリテイ

の指摘する4要素により説明が可能と考えられる。離

職期間をキヤリアブレイクとして効果的に活用するた

めには,キ ヤリァ・アダプタビリティの理論的側面を

理解し,それを意図的に促進することが有用であると

考えられる。

5,本研究の限界と課題
本研究においては調査対象者を女性のパソコンイン

ス トラクターとした。上述のとおり,パソコンインス

トラクターは離職期間を経て再就業する者が多く,個

人事業主としての独立性が高 く,その専門性を比較的

短期間に習得できるという特徴がある。つまり個人の

裁量に基づき習得すべき専門性 とスキルが明確であ

り,他職種に比べて段階的に再就業に移行することが

容易であると考えられる。こうした再就業
への移行の

容易さが,キ ャリアブレイクの心理的過程に影響を与

えている可能性は否定できない。

すなわち,本研究で観察された,一定の心理的過程

を経て,で きる範囲の難易度の低い行動を開始し, さ

らに集目的に人が介在する場に参加するという離職期

間の経験が自己効力感を高めるという女性の特徴は,

一般化できる可能性は高いものの,パソコンインス ト

ラクターという調査職種の影響を考慮する必要があ

る。したがつて,女性においても,他職種,自 己効力

感の向上が存在しない場合など,本研究が対象としな

かった範囲の調査をとおして,詳細を解明していく必

要がある。さらに,転機に関して性差の影響が想定さ

れるところから,男性の研究も意義があると考える。

また,本研究では,転機に対して対象者が変化を受

け入れるまでに 7つのタイプが存在 したが,その際 ,

家族,友人, カウンセラーなどの社会的支援の及ぼす

影響については,RQの範囲外として詳細を確認 しな

かった。しかし変化の受け入れに至るまでの社会的支

援は重要であると考えられ,こ の点の解明も今後の課

題としたい。
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注

.タト的キャリアとはSchein(1978)が個人が直面し

遭遇する経験と課題である内的キャリアとの差異を

比較した概念であるが,横山 (2004)に よれば誰に

もわかる外的な基準であり,外的な節目である。

.M―GTAは ,適切な分析テーマと分析焦点者を設

定することで,研究する人間の研究関心に沿つて,

リアリティのある分析を行う。分析焦点者とは,具

体的な口
'電

査対象者そのものではなく,分析結果の対

2

-22-

1



象となり焦点をしぼる存在を意味する。

3_｀、Iicrosoft Ottce Trainerの 略であり,マ イクロソ
フト社から認定される資格で,パソコンインス トラ
クターとして活躍するために重要な資格である。

1 後述する,あ りのみのリーダーであり事務局の役
割を果たす女性である。

5´ パソコンインス トラクターがMさ ん中心に自発的
に結成したコミュニティであり,相互に仕事を紹介
しあうとともに,学校への情報教育など社会貢献活
動を実施している。

6.結果図は概念とカテゴリー間の相互作用を示 し
,

その相互作用を含めた分析結果全体を端的に記述す

るものがス トーリーラインである。
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